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令和８年８月（第５回）教育研究評議会議事要旨 

 

日 時  令和８年８月１９日（水） １３：３０～１４：５８ 

場 所  ウェブ会議システム「Microsoft Teams」を利用 

出席者  ４８／５２ 

欠席者  狩野副理事、寳田未来医療創発研究所長、三木教授、 

濱田教授・理学部附属牛窓臨海実験所長 

 

○ 前回議事要旨の確認 

令和８年７月開催（第４回）の議事要旨について、原案のとおり承認された。 

 

○ 議 事 

１ 審議事項 

（１）学生の懲戒処分について 

菅理事から、資料１（画面共有）に基づき、学生の懲戒処分について提案があり、

審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（２）医学部医学科定員の増員申請について 

   三村理事及び和田医学部長から、資料２に基づき、医学部医学科定員の増員申請に

ついて提案があり、審議の結果、原案のとおり承認され、文部科学省への申請に向け

て準備を進めることとなった。 

 

（３）ハラスメント防止対策の強化について 

   学長の指名により、石田コンプライアンス推進室長から、資料３に基づき、ハラス

メント防止対策の強化として、懲戒処分等対象職員への雇用管理上の措置に関する要

項及び懲戒処分決定までの緊急措置に関する要項の新設、労働条件通知書への付記事

項の追加、構成員への注意喚起並びに懲戒処分等の公表基準の改正を行う旨の説明が

あった。また、無自覚なハラスメントによる事案の発生防止に向け、教職員への注意

喚起ポスターの配付等を通じて、組織全体でハラスメント防止に取り組む必要がある

旨の説明があった。 

   以上を踏まえて審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（４）諸規則の改正について 

三村理事から、資料４に基づき、以下の規則に係る一部改正について、改正理由及

び改正内容の説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

なお、本件は、９月開催の経営協議会及び役員会において審議することとした。 

  １ 国立大学法人岡山大学職員就業規則 
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（５）先端研究基盤刷新事業（EPOCH）の審査結果と今後について 

   佐藤副理事から、資料５に基づき、本学が申請していた JST「先端研究基盤刷新事

業（EPOCH）」について、本学の提案が採択された旨の報告があった。あわせて、本事

業は共用拠点形成を目的とする事業であり、J-PEAKS をはじめとするこれまでの取組

が評価されたこと、共用拠点の整備に加え、技術職員の一元管理や再配置、データ活

用による共用体制の強化等を進める旨の説明があった。 

また、本事業に係る追加公募への対応及び関連する学内整備について説明があった。 

さらに、総合技術部及び関係組織を再編する新機構の設置に向けた検討状況につい

て報告があった。 

以上を踏まえて審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（６）寄付講座の内容変更について 

   佐藤副理事から、資料６に基づき、大学院医歯薬学総合研究科の寄付講座「循環器

ＤＸ学講座」に係る設置期間の短縮及び寄付金額の変更について説明があり、審議の

結果、原案のとおり承認された。 

 

（７）共同研究講座の期間延長等について 

   佐藤副理事から、資料７に基づき、大学院環境生命自然科学研究科の共同研究講座

「糖質・植物生化学講座」に係る設置期間の延長、追加経費の受入れ及び担当教員の

変更について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

（８）令和９年度以降の岡山大学大学祭の日程について 

   菅理事から、資料８に基づき、令和７年度及び令和８年度の大学祭について試行的

に４日間で実施することとしており、令和７年度の実施結果では、準備及び後片付け

を夜間に行う必要がなくなり安全面が確保されたことから、令和９年度以降の大学祭

についても、学生の安全確保の観点から、従来の３日間から４日間に変更することに

ついて提案があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

２ 報告事項 

（１）職員の処分について（陪席制限） 

   学長から、職員の懲戒処分及び懲戒処分相当を行った旨の報告があった後、塩谷教

員懲戒等審査委員会委員長から事案の詳細及び処分の内容について説明があった。続

いて、三村理事から、当該審査結果を踏まえた役員会における審議について説明があ

った。 

 

（２）国立大学法人等の組織及び業務全般の見直し等に関するＷＧによる各法人のヒアリ

ング・意見交換を踏まえた調書等の再提出について 

   三村理事から、資料９に基づき、第５期中期目標・中期計画の策定に向けて実施さ
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れた文部科学省でのヒアリングに係る事後質問への回答案及び当該回答を踏まえて修

正した調書について報告があった。あわせて、これらの内容は本学の今後の方向性を

整理したものであるが、現時点では未確定の要素を含んでおり、今後も関係部局との

意見交換を継続しながら検討を進めていく旨の説明があった。 

 

（３）「研究教授」の称号を付与した１名の教員について 

佐藤副理事から、資料１０に基づき、認定要件に該当しているものと認めた１名の

者に「研究教授」の称号を付与した旨の報告があった。 

 

以 上  


